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(57)【要約】
【課題】
　映画等の著作権を持つ側の利益と、映画等の映像情報
をいつでもどこでも楽しみたい一般の消費者の両者に利
益をもたらす新しい仕組み（ユビキタスムービー）を創
造することが課題である。
【解決手段】
　著作権者がコピー禁止等を必要とする高画質の映像情
報については、ＤＶＤ等で実施されているコピー禁止等
の著作権制御を行い、この映像情報に加えて解像度等を
半分以下に制限し、著作権者がコピー等を許可できるレ
ベルの画質に制限した映像情報にコピー、ムーブ、ダウ
ンロード等が可能な著作権保護情報を付けて記録した映
像情報記録済み媒体を作成する。この映像情報記録済み
媒体から解像度を制限された映像情報を読み出し、屋外
で使いやすい小型の媒体にこの解像度を制限された映像
情報を記録する。解像度を制限された映像情報が記録さ
れた小型媒体を小型ディスプレイ付き再生装置で再生し
、小型ディスプレイに映出する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　解像度の異なる二つ以上の画像情報を記録する記録方法であって、
　前記画像情報の解像度に関連した著作権保護情報を付加し、
　前記解像度に関連した著作権保護情報が付加された画像情報を記録する事を特徴とする
記録方法。
【請求項２】
　解像度の異なる二つ以上の画像情報が記録されている記録媒体から前記画像情報を再生
し、出力する出力方法であって、
　前記画像情報の解像度に関連した著作権保護情報が付加された画像情報を再生し、
　前記再生された画像情報の解像度に応じて出力先を異ならせて出力する事を特徴とする
出力方法。
【請求項３】
　所定の解像度の第１の画像情報及び前記所定の解像度に比して低解像度の第２の画像情
報を記録する記録方法であって、
　前記第１の画像情報には第１の著作権保護情報を付加し、
　前記第２の画像情報には前記第１の著作権保護情報よりも制限度の低い第２の著作権保
護情報を付加し、
　前記第１の著作権保護情報が付加された第１の画像情報及び前記第２の著作権保護情報
が付加された第２の画像情報を記録する事を特徴とする記録方法。
【請求項４】
　請求項２記載の出力方法であって、
　前記再生された画像情報の解像度が所定の解像度である場合には、前記再生された画像
情報を外部に出力し、
　前記再生された画像情報の解像度が所定の解像度よりも低い解像度である場合には、前
記再生された画像情報を外部ではないディスプレイに出力する事を特徴とする出力方法。
【請求項５】
　圧縮率の異なる二つ以上のデジタル情報を記録する記録方法であって、
　前記デジタル情報の圧縮率に関連した著作権保護情報を付加し、
　前記圧縮率に関連した著作権保護情報が付加された前記デジタル情報を記録する事を特
徴とする記録方法。
【請求項６】
　圧縮率の異なる二つ以上のデジタル情報が記録されている記録媒体から前記デジタル情
報を再生し、出力する出力方法であって、
　前記デジタル情報の圧縮率に関連した著作権保護情報が付加されたデジタル情報を再生
し、
　前記再生されたデジタル情報の圧縮率に応じて出力先を異ならせて出力する事を特徴と
する出力方法。
【請求項７】
　所定の圧縮率の第１のデジタル情報及び前記所定の圧縮率に比して高圧縮率の第２のデ
ジタル情報を記録する記録方法であって、
　前記第１のデジタル情報には第１の著作権保護情報を付加し、
　前記第２のデジタル情報には前記第１の著作権保護情報よりも制限度の低い第２の著作
権保護情報を付加し、
　前記第１の著作権保護情報が付加された第１のデジタル情報及び前記第２の著作権保護
情報が付加された第２のデジタル情報を記録する事を特徴とする記録方法。
【請求項８】
　請求項２記載の出力方法であって、
　前記再生されたデジタル情報の圧縮率が所定の圧縮率である場合には、前記再生された
デジタル情報を外部に出力し、
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　前記再生されたデジタル情報の圧縮率が所定の圧縮率よりも低い圧縮率である場合には
、前記再生されたデジタル情報を外部ではないディスプレイに出力する事を特徴とする出
力方法。
【請求項９】
　フォーマットが異なる二つ以上のデジタル情報を記録する記録方法であって、
　前記デジタル情報のフォーマットに関連した著作権保護情報を付加し、
　前記フォーマットに関連した著作権保護情報を付加したデジタル情報を記録する事を特
徴とする記録方法。
【請求項１０】
　請求項３記載の記録方法において、
　解像度の高い画像情報は解像度の低い画像情報に比して、制限度の高い著作権保護情報
を付加し、解像度の低い画像情報は解像度の高い画像情報に比して、制限度の低い著作権
保護情報を付加する事で、著作権者の利益とユーザの利益の両方に資する事を特徴とする
記録方法。
【請求項１１】
　請求項７記載の記録方法において、
　圧縮率の低いデジタル情報は圧縮率の高いデジタル情報に比して、制限度の高い著作権
保護情報を付加し、圧縮率の高いデジタル情報は圧縮率の低いデジタル情報に比して、制
限度の低い著作権保護情報を付加する事で、著作権者の利益とユーザの利益の両方に資す
る事を特徴とする記録方法。
【請求項１２】
　解像度の異なる二つ以上の画像情報が記録された記録媒体であって、
　前記画像情報の解像度に関連した著作権保護情報がそれぞれの画像情報に付加された画
像情報が記録されている事を特徴とする記録媒体。
【請求項１３】
　第１の著作権保護情報が付加された第１の画像情報と、
　前記第１の著作権保護情報よりも制限度の低い前記第２の著作権保護情報が付加された
第２の画像情報と、が記録され、
　前記第１の画像情報は前記第２の画像情報よりも解像度が高い事を特徴とする記録媒体
。
【請求項１４】
　第１の著作権保護情報が付加された第１のデジタル情報と、　
　前記第１の著作権保護情報よりも制限度の低い第２の著作権保護情報が付加された第２
のデジタル情報と、が記録され、
　前記第１のデジタル情報に比して前記第２のデジタル情報は高圧縮率で圧縮されたこと
を特徴とする記録媒体。
【請求項１５】
　請求項３記載の記録方法であって、
　前記第１の著作権保護情報が付加された第１の画像情報及び前記第２の著作権保護情報
が付加された第２の画像情報を記録媒体上の異なる領域に記録する事を特徴とする記録方
法。
【請求項１６】
　請求項７記載の記録方法であって、
　前記第１の著作権保護情報が付加された第１のデジタル情報及び前記第２の著作権保護
情報が付加された第２のデジタル情報を記録媒体上の異なる領域に記録する事を特徴とす
る記録方法。
【請求項１７】
　請求項１４記載の記録媒体において、前記第１のデジタル情報及び前記第２のデジタル
情報はそれぞれ異なる領域に記録されている事を特徴とする記録媒体。
【請求項１８】
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第１の解像度と第１の著作権保護情報を持つ第１の映像情報と、第２の解像度と第２の著
作権保護情報を持つ第２の映像情報の両映像情報を少なくとも同一の媒体に記録する映像
情報の記録再生方式において、第１の解像度を第２の解像度の２倍以上に選ぶとともに、
第１の著作権保護情報を第２の著作権保護情報よりも著作権をより制限する条件に選ぶこ
とを特徴とする映像情報の映像情報記録再生方式。
【請求項１９】
請求項１８記載の映像情報の記録再生方式において、第１の映像情報を第１の画像圧縮方
法で圧縮し、第２の映像情報を第２の画像圧縮方式で画像圧縮するとともに、第２の画像
圧縮方法の画像データ圧縮率が第１の画像圧縮方法の画像データ圧縮率よりも高くなるよ
うに第２の画像圧縮方法を選ぶことを特徴とする映像情報の映像情報記録再生方式。
【請求項２０】
請求項１８記載の映像情報の映像情報記録再生方式において、第２の映像情報に付随する
第２の音声情報を第２の音声圧縮方法で圧縮した後に記録するとともに、第１の映像情報
に付随する第１の音声情報を第１の音声圧縮方法で圧縮した後に記録するとともに、第２
の音声圧縮方法の音声データ圧縮率が第１の音声圧縮方法の音声データ圧縮率より高くな
るように第２の音声圧縮方法を選ぶことを特徴とする映像情報の映像情報記録再生方式。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル情報の記録方法等に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＤＶＤディスクは映画ソフトのパッケージメディアとして使用され、ＤＶＤディ
スクを再生するＤＶＤプレーヤが全世界で普及している。この映画ソフトのパッケージメ
ディアとして使用されているＤＶＤディスクの著作権を保護する仕組みについては、非特
許文献１のＤＶＤ　ＲＯＭの規格書に規定されている。この著作権を保護する仕組みとし
ては、記録されているコンテンツに対して、コピー禁止、１世代コピー可能（コピーワン
ス）、またはコピー可能のコピー条件に関する著作権保護情報が記載されている。
【０００３】
　また、このＤＶＤディスク及びＤＶＤプレーヤにおいては、一般ユーザの不正コピーを
防ぐＤＶＤ著作権保護システムＣＳＳ（Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｓｃｒａｍｂｌｅ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ）の例が非特許文献２に記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３１２３３６号
【非特許文献１】ＤＶＤ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ
　Ｄｉｓｃ　Ｐａｒｔ　１　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｖｅｒ
ｓｉｏｎ　１．０２：Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ　１９９９（第４４頁）Ａｔｔａｃｈｅｄ　Ｓ
ｈｅｅｔｓ　ｆｏｒ　ＤＶＤ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ
【非特許文献２】Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｖｏｌ.４３
　Ｎｏ.３　Ｊｕｎ．１９９７（第３３９頁－３４１頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　屋外で小型・軽量な装置で映画等の映像情報を楽しむユビキタスムービーの実現には小
型・軽量な媒体に映像情報をコピーする必要があるが、これに対する配慮がなされていな
かった。別の表現をすると、映画等の著作権を持つ側の利益と、映画等の映像情報をいつ
でもどこでも楽しみたい一般の消費者の利益が相反する現状に対し、両者に利益をもたら
す新しい仕組み（ユビキタスムービー）を追加創造することが課題といえる。
【０００６】
　また、前記非特許文献２においては、著作権のある映画ソフト（コピー禁止）などのコ
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ンテンツについては、ディスクに記録するコンテンツに暗号化をかけて一般ユーザが不正
にコピーできないような仕組みを採用している。しかしながら、このようなＤＶＤディス
クにおいては、同一媒体上の映像情報のコピー制限を限定する著作権保護情報は一律であ
り、同一媒体上にコピー制限の異なる複数の映像情報が記録される媒体の記録・再生につ
いては記載されていない。従って、例えば解像度等の異なる２以上のデジタル情報を記録
した場合の著作権保護上の取り扱いも一律になり、著作権者の利益は保護されるものの、
他の機器等にコピーして手軽に見たいというユーザの立場からは課題が残る。
【０００７】
　また、上層と下層の２つの記録層を有する片面２層の光ディスクにおいて、上層と下層
で解像度の異なる画像を記録し、それぞれを個別のピックアップで再生する例が特許文献
１に記載されている。しかし、この特許文献１においては、コピーに関する著作権保護情
報の取り扱いは考慮されていない。従って、著作権者の利益を保護する上では課題が残る
。
【０００８】
　本発明の目的は、このような課題に鑑み、著作権保護及びユーザメリットの両方に資す
る記録方法等を提供する事にある。
【０００９】
　本発明の目的は、コピーを禁止する高画質の映像情報と小型ディスプレイで楽しめるレ
ベルに解像度等を制限した低画質の映像情報を同一媒体上に記録し、低画質の映像情報を
小型の媒体にコピーできるようにすることである。例えば、この仕組みにより屋外等でも
小型媒体を再生し、映画等の映像情報を小型ディスプレイで楽しむことが可能になる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するために、本発明では、フォーマットが異なる二つ以上のデジタル情
報を記録する記録方法であって、前記デジタル情報のフォーマットに関連した著作権保護
情報を付加し、前記フォーマットに関連した著作権保護情報を付加したデジタル情報を記
録する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、著作権を保護する事ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明は、コピーを禁止する高画質の映像情報とコピーを許可する解像度等を制限した
低画質の映像情報を同一媒体上に記録した映像情報記録済み媒体から、低画質の映像情報
を小型の媒体にコピーし、小型ディスプレイ付再生装置で再生するのに好適な映像情報の
記録方法等に関するものである。
【実施例１】
【００１３】
　以下本発明の実施例について説明する。図１は、映像情報記録済み光ディスク媒体の一
実施例の構成例を示したものである。１は光ディスク媒体、２は第１の映像情報の記録エ
リア、３は第２の映像情報の記録エリアである。
【００１４】
　次に、図１に示した実施例の映像情報記録済み光ディスク媒体について説明する。光デ
ィスク媒体１としてＤＶＤと同じ直径１２ｃｍの光ディスクを用い、ディスクの内周にコ
ピー禁止の第１の映画情報(水平６４０画素、垂直４８０画素)を映像情報はＭＰＥＧ２で
画像圧縮し、音声情報はＭＰＥＧ１で圧縮し、両者他を合成した第１のデジタルデータを
作成し、これを記録エリア２に記録し、第１の映像情報の水平及び垂直の両解像度をどち
らも半分に制限した第２の映像情報（水平３２０画素、垂直２４０画素）をＨ.２６４Ａ
ＶＣで画像圧縮し、音声情報はＭＰ３で圧縮し、両者他を合成した第２のデジタルデータ
を作成し、記録エリア３に記録する。この場合、第２のデジタルデータのデータ量は第１
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のデジタルデータ比１／８程度になるので、現行のＤＶＤプリレコーデッドディスクに第
２のデジタルデータを追加することは容易となり、実施例では両者の記録エリアを内周と
外周に分けたが、両者を時分割多重で同じエリアに記録することもできる。
【００１５】
　また、実施例では高画質映像情報を６４０ｘ４８０、低画質映像情報を３２０ｘ２４０
としているが、青紫レーザを用いる光ディスクを媒体とする場合は高画質映像情報を１９
２０ｘ１０８０、低画質映像情報を９６０ｘ５４０以下に選択することもできる。
【００１６】
　また、実施例では同じ映画情報を高画質と低画質の両方で記録しているが、著作権者の
意向に従い、同じ映画だが低画質の映画には高画質の映画とは異なる編集を行い、低画質
の映画の上映時間が高画質の映画より短く記録することもできる。
【００１７】
　また、実施例では画像圧縮方式として高画質映像情報にはＭＰＥＧ２、低画質映像情報
にはＨ．２６４ＡＶＣを選んだが、どちらも同じＭＰＥＧ２あるいはＨ．２６４ＡＶＣを
選択することもできるし、低画質映像情報にはＰＣとの接続性の良いＶＣ９を選択しても
良い。
【００１８】
　第１、第２の２つの映像情報の組み合わせ方として、第２の映像情報を第１の映像情報
から子供等にとって望ましくない暴力シーンや卑猥なシーン等を削除するかあるいは解像
度を更に落としたものを選ぶことで、第２の映像情報を種々のメディアにコピーして誰で
もがどこででも楽しみ易くすることができる。
【００１９】
　また、実施例では光ディスク媒体として直径１２ｃｍの光ディスク媒体を用いているが
、直径８ｃｍの光ディスク媒体を用い、上記の第１の映像情報と第２の映像情報を同一媒
体上に記録することもできる。
【００２０】
　図２は本発明の映像情報記録済み光ディスク媒体１の再生装置の構成例を示したもので
ある。
【００２１】
　図２において、５は光ディスク装置、６は光ヘッド７や誤り訂正処理などのデジタル信
号処理回路８を含む読み出し装置、９は現行のＤＶＤプレーヤと同様の信号処理装置、１
０はアナログビデオ信号、１１は音声信号、１２はフラッシュメモリカード、１３はＨＤ
Ｄ、１４は誤り訂正処理後の第１のデジタルデータ、１５は誤り訂正処理後の第２のデジ
タルデータ、１６は第１の映像情報に付加された著作権保護情報、１７は第２の映像情報
に付加された著作権保護情報である。
【００２２】
　図２では光ディスク装置５は再生モード、フラッシュメモリカード１２、ＨＤＤ１３は
記録モードになっており、光ディスク装置５には直径１２ｃｍの映像情報記録済み光ディ
スク媒体１が装着されており、読み出し装置６が記録済み光ディスク媒体１から共通の光
ヘッド７で第１映像情報及び第２の映像情報を読み出し、共通のデジタル信号処理回路８
で両データの誤り訂正処理等を行った後、それぞれ第１のデジタルデータ１４及び第２の
デジタルデータ１５を出力する。
【００２３】
　第１のデジタルデータ１４は信号処理装置９に入力され、復号回路１８により暗号の復
号、画像伸張回路１９及び音声伸張回路２０により、それぞれ画像伸張、音声伸張等が施
され、更に著作権情報付加回路２１により、コピー禁止の著作権保護情報を付加された後
、アナログビデオ信号１０と音声信号１１として出力される。
【００２４】
　読み出し装置６から出力される誤り訂正後の第２のデジタルデータ１５は、映像も音声
情報も圧縮されたままフラッシュメモリカード１２に入力され記録されるか、ＨＤＤ１３
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に入力され記録される。
【００２５】
　図２の読み出し装置６は、著作権情報読出し回路２２により第１の映像情報に付加され
た著作権保護情報（例：コピー禁止）１６を読出し、信号処理装置９の著作権情報付加回
路２１を制御し、アナログビデオ信号１０にマクロビジョン信号やＣＧＭＳ－Ａ（例：コ
ピー禁止）を付加する。
【００２６】
　読出し装置６の著作権情報読出し回路２２は、第２の映像情報に付加された著作権保護
情報（例：コピーワンス）１７を読み出し、フラッシュメモリカード１２、ＨＤＤ１３に
記録される著作権保護情報（例：コピー禁止だがムーブ可能）を付加する。
【００２７】
　第１及び第２の映像にVeil信号(コピー禁止を示す1bitの電子透かし)が付加されている
場合は、アナログビデオ信号10、第1のデジタルデータ14及び第2のデジタルデータ15にも
このVeil信号が含まれる。第2の映像情報３のVeil(コピー禁止)とCGMS-D（コピーワンス
）は矛盾するが、著作権情報読み出し回路22はVeil信号を無視し、CGMS-Dだけを読むので
、CGMS-Dがコピーワンスの場合は、第2のデジタルデータ15はユーザの選択に従い、フラ
ッシュメモリカード12あるいはHDD13のどちらか一方に記録される。したがって、フラッ
シュメモリカード12,HDD13にコピーされた第2の映像情報ではVeilとCGMS-Dが一致する。
【００２８】
　図３は本発明の映像情報の記録装置を示したものである。図３において、２３は直径８
ｃｍの光ディスク媒体、２４は信号選択回路、２５は記録用の第２のデジタルデータ、２
６は光ディスクの書き込み装置である。図３ではフラッシュメモリカード１２、ＨＤＤ１
３は再生モード、光ディスク装置５は記録モードになっており、直径８ｃｍの記録可能な
光ディスク媒体２３が光ディスク装置５に装着されており、フラッシュメモリカード１２
あるいはＨＤＤ１３から再生され、信号選択回路２４で選択出力された第２のデジタルデ
ータ２５は書き込み装置２６を経て小型光ディスク媒体２３に記録される。
【００２９】
　第２のデジタルデータ２５は信号処理装置９にも供給され、信号処理装置９の画像伸張
１９、音声伸張２０は第２のデジタルデータ２５の画像圧縮方式、音声圧縮方式を判別し
、画像伸張１９の画像用デコーダをＨ．２６４ＡＶＣに、音声伸張２０の音声用デコーダ
をＭＰ３に切り替え、アナログビデオ信号１０と音声信号１１を出力する。書き込み装置
２６は第２のデジタルデータ２５から著作権保護情報を読み取り、小型の光ディスク２３
には第２のデジタルデータ２５とは異なる著作権保護情報（例：ムーブ禁止及びコピー禁
止）を書き込み、信号処理装置９にも上記データ２５とは異なる著作権保護情報（例：コ
ピー禁止）を出力し、アナログビデオ信号１０にマクロビジョン信号、ＣＧＭＳ－Ａ（コ
ピー禁止）を付加する。
【００３０】
　図４は本発明の図３で作成した小型の光ディスク媒体２３を屋外で楽しむ小型ディスプ
レイ付き映像情報の再生装置の実施例である。図４において、２７は小型ディスプレイ付
き映像情報の再生装置、２８は８ｃｍ光ディスク媒体２３の再生装置、２９は第１及び第
２の映像情報を再生する信号処理回路、３０は小型ディスプレイ、３１は著作権保護情報
及びＶｅｉｌ情報や電子透かし情報の著作権保護情報読出し回路、３２はＶｅｉｌ情報や
電子透かし情報を含む映像情報、３３はビデオ信号制御信号、３４はビデオ信号出力端子
、３５は音声信号出力端子である。
【００３１】
　図４では小型の光ディスク媒体２３に記録された情報が光ディスク再生装置２８で読み
出され、信号処理回路２９で暗号の解読、画像伸張、音声伸張及びビデオ信号の出力制御
等を施された後、ビデオ信号に戻された信号は小型ディスプレイ３０とビデオ信号出力端
子３４へ出力され、音声信号に戻された信号は音声出力端子３５に出力される。小型の光
ディスク媒体としては、図３で作成したような低画質映像情報である第２の映像情報を記
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録した光ディスク媒体だけでなく、図１の実施例において前述したような高画質映像情報
である第１の映像情報と第２の映像情報を同一媒体上に記録済みであるプリレコーデッド
の８ｃｍ光ディスク媒体、及び現在市販されている高画質情報のプリレコーデッドの８ｃ
ｍ光ディスク媒体がある。小型ディスプレイ付き再生装置２７はこれらの８ｃｍ光ディス
ク媒体を再生することが出来る。
【００３２】
　これらの８ｃｍ光ディスク媒体に記録されている情報としては、ＤＶＤ規格で記録され
た高画質映像情報としての映画と、本発明の解像度制限された映画があるので、信号処理
回路２９では光ディスク再生装置２８からの信号がどちらの映画かを判別する必要があり
、両方式の暗号方式が異なる場合は、最初に暗号方式の判別を行い、判別結果に従い暗号
の解読を実施し、次に映像、音声の圧縮方式の判別と映像の解像度情報を判別し、両方の
判別結果に従い画像伸張、音声伸張を実施する。映像信号にＶｅｉｌ情報や電子透かし情
報が含まれる場合は、著作権保護情報読出し回路３１で映像情報３２に含まれる著作権保
護情報及びＶｅｉｌ情報や電子透かし情報を読み出し、著作権保護情報がＶｅｉｌ情報あ
るいは電子透かし情報と一致しない場合はビデオ信号制御信号３３により信号処理回路２
９を制御し、小型ディスプレイ３０へのビデオ信号の供給を停止する。
【００３３】
　読み出された情報が信号処理回路２９で高画質映像情報と判別された場合は、信号処理
回路２９は常にビデオ出力端子３４に高画質ビデオ信号を供給するが、信号処理回路２９
が小型の光ディスク媒体２３から読み出された情報が低画質映像情報と判別した場合はビ
デオ信号出力端子３４へのビデオ信号の供給を停止する。図４に示す本発明の小型ディス
プレイ付き映像情報の再生装置２７は、持ち運びが容易な小型ディスプレイ付き映像情報
の再生装置であり、高画質の第１の映像情報を見たい場合には、屋外で楽しむだけでなく
屋内の大型のディスプレイに接続することが可能である。
【００３４】
　図４の実施例では、読み出された情報が信号処理回路２９で高画質映像情報と判別され
た場合は、ビデオ信号出力端子３４と音声信号出力端子３５からそれぞれビデオ信号、音
声信号が出力されるが、信号処理回路２９から誤り訂正後の圧縮されたままの映像信号と
音声信号を含むビットストリーム信号を出力するデジタル信号出力端子（実施例は図示せ
ず）を設けて出力しても良い。デジタル信号出力端子としては、映像信号の著作権保護情
報を付加して伝送できる著作権保護機能付き１３９４がある。また、デジタル信号出力端
子として、圧縮されたままのビットストリーム信号でなく、信号処理回路２９で画像伸張
、音声伸張されたベースバンド映像信号及び音声信号を含むデジタルデータを出力するＨ
ＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）を設けても良い。出力端子としては、ビデオ信号出力端子３４、音声信号出力端子３５
の代わりに上記したデジタル信号出力端子を設けても良いし、またはデジタル信号出力端
子を追加しても良い。
【００３５】
　また、本発明の図３は光ディスク媒体２３の再生装置２８の実施例であるが、図示はし
ていないが再生装置としてフラッシュメモリカード１２、またはＨＤＤ１３に記録された
映像情報を再生する再生装置を用いても良い。
【００３６】
　以上、本発明によれば、著作権所有者が２次利用を許容できる解像度制限又は圧縮率の
高い画像圧縮方式によって、小型ディスプレイ等で楽しめる映画等の映像情報をＤＶＤ等
の既存の媒体に追加記録することができ、著作権所有者にとっては付加価値が増した映画
等の記録済み媒体（プリレコーデッド）事業を実現できるとともに、一般消費者は屋外で
も小型媒体と小型ディスプレイで手軽に映画等の映像情報を楽しむことができる。
【００３７】
　また、本発明によれば所定の解像度（又は所定の圧縮率）のデジタル情報及び所定の解
像度よりも低解像度（又は高圧縮率）のデジタル情報のそれぞれに前記解像度や圧縮率に
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関連して、異なる著作権保護情報、例えば、所定の解像度又は圧縮率のデジタル情報には
コピー禁止などの著作権保護情報を付加し、所定の解像度よりも低解像度又は高圧縮率の
デジタル情報にはコピーワンスやムーブ可能などの前記所定の解像度又は圧縮率のデジタ
ル情報に付加した著作権保護情報に比して制限度の低い著作権保護情報を付加するため、
著作権を保護し、著作権者に利益を与えると同時に、ユーザメリットにも資する事ができ
る。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　本発明は、屋外等でも小型光ディスク媒体を再生し、映画等の映像情報を小型ディスプ
レイで楽しむ再生装置において、解像度制限をした低画質の映像情報をコピーした小型光
ディスク媒体を再生装置で再生することが出来るシステムに有効である。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の映像情報記録済み光ディスク媒体の実施例を示す図
【図２】本発明の映像情報記録済み光ディスク媒体の再生装置の実施例を示すブロック図
【図３】本発明の映像情報の記録装置の実施例を示すブロック図
【図４】本発明の小型ディスプレイ付き小型ディスク再生装置の実施例を示すブロック図
【符号の説明】
【００４０】
１…光ディスク媒体、２…第１の映像情報の記録エリア、３…第２の映像情報の記録エリ
ア、５…光ディスク装置、６…読出し装置、７…光ヘッド、８…デジタル信号処理回路、
９…信号処理装置、１２…フラッシュメモリカード、１３…ＨＤＤ、１４…第１のデジタ
ルデータ、１５…第２のデジタルデータ、２１…著作権情報付加回路、２２…著作権情報
読出し回路、２３…直径８ｃｍの光ディスク媒体、２４…信号選択回路、２８…光ディス
ク再生装置、２９…信号処理回路、３０…小型ディスプレイ
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月7日(2008.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
著作権管理情報が付随しているコンテンツを記録媒体から再生して出力するコンテンツ再
生装置において、
前記記録媒体からコンテンツを再生する再生手段と、
前記再生手段において再生された前記コンテンツを出力する出力手段と、
前記コンテンツの付随している著作権管理情報に基づき、前記複数の出力手段の各々から
出力するコンテンツのコピー制御情報を制御する制御手段とを備え、
前記出力手段は、高画質のコンテンツを解像度制限することなくコピー禁止として出力す
る第一の出力状態と、コンテンツを低画質でコピーワンスまたはコピーフリーとして出力
する第二の出力状態を有することを特徴とするコンテンツ再生装置。
【請求項２】
著作権管理情報が付随しているコンテンツを記録媒体から再生して出力するコンテンツ再
生方法において、
前記記録媒体からコンテンツを再生し、
前記コンテンツの付随している著作権管理情報に基づき、再生された前記コンテンツを出
力し、
前記出力は、高画質のコンテンツを解像度制限することなくコピー禁止として出力する第
一の出力状態と、コンテンツを低画質でコピーワンスまたはコピーフリーとして出力する
第二の出力状態を有することを特徴とするコンテンツ再生方法。
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